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株式会社チャーム・ケア・コーポレーション

「京都烏丸六角アートプロジェクト」表彰式の開催

株式会社チャーム・ケア・コーポレーション（本社：大阪府大阪市 / 代表取締役会長 兼 社長：下村隆彦 ）と

京都市立芸術大学（京都府京都市 / 学長：赤松玉女）は、若いアーティストが社会に羽ばたくことを目的

とした連携協定に基づき実施した「京都烏丸六角アートプロジェクト」の表彰式を、3月22日（金）に

介護付有料老人ホーム「チャームプレミア京都烏丸六角」（京都府京都市）で開催しました。

審査員による厳正な選考を経て決定した受賞者および入選者のうち15名と、京都市立芸術大学作品展

にて選出された立体作品制作者1名と、京都市、京都市立芸術大学、協賛企業（株式会社京都建築事務所、

日本建設株式会社、株式会社ビルネット、株式会社三菱UFJ銀行、宗教法人六角仏教会）、協力会社

（中央フードサービス株式会社）にご臨席いただきました。

受賞者には表彰状、賞牌、賞金の目録が授与され、来賓よりお祝いのお言葉をいただきました。

表彰の後、審査員2名により作品の講評が行われました。

最優秀賞 表彰状、賞牌、賞金40万円の目録

優秀賞 表彰状、賞牌、賞金20万円の目録

審査員特別賞 表彰状、賞牌、賞金15万円の目録

協賛企業賞 表彰状、賞牌、賞金15万円の目録

入選者 表彰状、賞金10万円の目録

これらの作品すべては、「チャームプレミア京都烏丸六角」にて開催された「京都烏丸六角アートプロ

ジェクト展」（3月23日～3月25日）に展示されました。

当社では、今後もこの取り組みを継続することにより、若手アーティストの支援・育成に努め、持続

可能な社会の実現に貢献してまいります。

※作品の詳細、入賞者・審査員のコメント等は、弊社ホームページに掲載予定です。

参加者の記念撮影審査員 野口玲一氏と正垣雅子氏による作品講評

下村社長より表彰状と賞牌、賞金目録を授与チャームプレミア京都烏丸六角で開催 来賓よりコメントを受ける受賞者

協賛企業コメントの様子

×



お問合せ・作品の応募はアートギャラリーホーム実行事務局までご連絡ください。
東京本社内 アートギャラリーホーム実行事務局
担当：小原・菊水
MAIL：agh@charmcc.jp

■ 会社概要

名 称：

所 在 地：

代 表 者：

事業内容：

目標3 すべての人に健康と福祉を｜満たされるべき基本的人権

目標4 質の高い教育をみんなに｜すべての課題解決の為に

当社は、企業理念に則り、事業を通じて「豊かで実りある高齢社会」づくり
への貢献を使命と考えております。
当社は、この使命を基礎として、事業活動を通じてSDGsに関連する取り組み
を実施しており、今後もSDGsの目標達成に向けた活動に積極的に取り組んで
まいります。

株式会社 チャーム・ケア・コーポレーション

大阪市北区中之島3丁目6番32号 ダイビル本館21階

代表取締役会長 兼 社長 下村 隆彦

「介護付有料老人ホーム」及び「住宅型有料老人ホーム」の運営ほか

京都市立芸術大学 学長 赤松玉女様

【主 催】

  株式会社チャーム・ケア・コーポレーション

【共 催】

  京都市立芸術大学

【協 賛】

株式会社京都建築事務所
日本建設株式会社
株式会社ビルネット
株式会社三菱UFJ銀行
宗教法人六角仏教会

【協 力】
  中央フード株式会社

【審査員】

  野口 玲一（三菱一号館美術館 上席学芸員）
  正垣 雅子（京都市立芸術大学 准教授 ）
  安藤 隆一郎（京都市立芸術大学 准教授 ）

【スケジュール】

  募集期間：2023年9月1日～12月1日

  最終審査：2024年1月9日
  表 彰 式 ：2024年3月22日
  作 品 展 ：2024年3月23日～3月25日

今回3回目の挑戦で、在学中に最優秀賞を受賞できたこと

が光栄です。

博士課程の研究テーマである「蘭花指」の言葉と意味を

知っていただく機会となれば嬉しいです。

もともとは仏教と京劇に由来しジェンダーレスであるとい

う所作が、文化の変遷によって意味を変えていくことに興

味を持って制作しました。

最優秀賞「蘭花指IIー1」

入選受賞された皆様誠におめでとうございます。昨年秋のキャンパス移

転により制作には色々ご苦労があったと思いますが、多くの在学生と卒

業生が参加し、プロジェクトが多彩なものになったと思います。

プロジェクトにご協力いただいた関係者の皆様に心より御礼申し上げま

す。本日この表彰式で協賛企業の皆様と審査員の先生方が、それぞれの

作品についてお話いただいたことは、まさに大学の教室の延長上となり、

生きた学びの時間となりました。今後はご入居者様の感想等もフィード

バックしていただき、更なる教育の場となることを願っております。

最優秀賞受賞 周 逸喬さん

※本リリースに関する取り組みは、以下のSDGｓ目標に貢献しています。

関連ページ 京都市立芸術大学 ホームページ https://www.kcua.ac.jp/20240322_charm/

https://www.kcua.ac.jp/20240322_charm/
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